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あいさつをする澄田総代長

真剣なまなざしの受講生

最優秀賞を受賞した渡部指導員（中央）

あいさつをする井上会長

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
き
ゅ
う
り
部
会
は
、
1
月
３１
日
に

島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
令
和
4
年
度
定
期
総
会
を
開
催

し
、
令
和
4
年
度
の
事
業
報
告
や
、
令
和
5
年
度
の
事

業
計
画
な
ど
4
つ
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

市
場
と
の
連
携
強
化
、
全
量
を
共
同
選
果
す
る
こ
と
で
高

品
質
な
き
ゅ
う
り
の
安
定
供
給
に
努
め
、
大
幅
な
値
崩
れ

も
な
く
高
単
価
維
持
に
つ
な
げ
ま
し
た
。一
年
を
通
し
て
、
春

作
、夏
作
、秋
作
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、年
間
合
計
で
は
出
荷
量

3
4
8
・
6 

t
（
前
年
比
1
0
5
・
5
%
）、 
販
売
金
額
は

1
0
1
，3
5
1
千
円（
同
1
2
0
・ 

5
%
）と
過
去
最
高
の
実

績
と
な
り
、部
会
目
標
で
あ
っ
た
１
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
次
年
度
に
向
け
て
は
、
産
地
振
興
に
向
け
積
極
的
に
新
規

就
農
希
望
者
を
部
会
と
し
て
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
、
農

薬
の
適
正
使
用
や
生
産
履
歴
の
提
出
な
ど
食
の
安
全
へ
の
取

り
組
み
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
石
飛
政
樹
部
会
長

は
、「
部
会
員
の
皆
様

の
努
力
と
市
場
関
係
者

が
期
待
に
応
え
て
く

れ
、
目
標
と
し
て
い
た

販
売
高
１
億
円
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
年
度
も
引
き
続
き
講

習
会
な
ど
を
通
し
て
高

品
質
な
き
ゅ
う
り
を
安

定
的
に
出
荷
し
、
出
雲

産
き
ゅ
う
り
の
認
知
度

を
さ
ら
に
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
1
月
17
日
、
出
雲
地
区

本
部
で
代
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
区
の
代
議
員

が
集
ま
り
、
今
年
度
の
事
業
報
告
、
次
年
度
の
計
画
な
ど
6

議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
、
有
利
販
売
を
目
指
し
、
産
地
・
取

引
市
場
・
関
係
機
関
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
㎏
単

価
が
1
，3
9
2
円（
税
抜
）（
前
年
比
１
０
２
％
）と
昨
年
を
上

回
り
過
去
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
。シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

は
、
栽
培
技
術
の
向
上
や
選
果
選
別
お
よ
び
検
査
を
徹
底

し
た
こ
と
で
、
市
場
よ
り
高
評
価
を
受
け
、
出
荷
量
も
順
調

に
増
加
し
、２
０
０
・
４
ｔ（
前
年
比
１
０
７
・
１
％
）と
な
り
、

㎏
単
価
２
，
４
６
２
円（
税
抜
）（
前
年
比
１
０
４
・
５
％
）の
高

単
価
で
あ
っ
た
た
め
販
売
高
は
過
去
最
高
の
４
億
７
千
５
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。島
根
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
品
種
で
あ
る

「
神
紅
」は
本
格
出
荷
２
年
目
と
な
り
、
１１
名
で
２
，
４
０
０
㎏

（
前
年
比
２
０
０
%
）と
な
り
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
石
橋
貢

部
会
長
は
「
昨
年
の

出
荷
反
省
総
会
の
時

に
市
場
か
ら
の
早
期

出
荷
要
請
が
強
く
あ

り
ま
し
た
。
燃
油
高

騰
の
中
で
作
型
を
考

え
て
い
る
部
会
員
も
い

る
と
は
思
い
ま
す
が
、

早
期
出
荷
に
向
け
、

部
会
と
し
て
も
支
援

し
て
い
く
の
で
ぶ
ど
う

部
会
の
底
力
を
見
せ

ま
し
ょ
う
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　
１
月

２７
日
に
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
平
田
中
央
支
店

で
開
催
さ
れ
た
令
和
4
年
産
西
条
柿
「
こ
づ
ち
」
出
荷
反
省

会
で
、

１０
月
に
行
わ
れ
た
「
こ
づ
ち
」
品
評
会
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
品
評
会
に
は
、
出
雲
、
い
わ
み
中
央
、
西
い

わ
み
地
区
本
部
か
ら

２６
点
が
出
品
さ
れ
、
出
雲
地
区
本
部
の

清
水
英
範
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　「
今
年
は
春
先
の
霜
の
被
害
、
高
温
、
台
風
の
影
響
が
あ
っ

た
も
の
の
、
出
品
さ
れ
た
西
条
柿
は
外
観
・
内
容
も
良
く
、

甲
乙
つ
け
が
た
か
っ
た
。
特
に
入
賞
し
た
出
品
物
は
い
ず
れ
も

大
玉
で
着
色
も
優
れ
傷
・
汚
れ
も
少
な
い
美
し
い
西
条
柿
で

あ
っ
た
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
他
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

▼
最
優
秀
賞
　

平
木
正
美
さ
ん

（
い
わ
み
中
央
）▼

優
良
賞
　
常
松

茂
さ
ん
（
出
雲
）、

清
水
渡
さ
ん
（
出

雲
）、
恩
田
幸
一

さ
ん（
出
雲
）、
土

江
茂
樹
さ
ん
（
出

雲
）▼
奨
励
賞
　

寺
戸
伸
郎
さ
ん

（
西
い
わ
み
）、
川

瀬
利
治
さ
ん
（
出

雲
）、
伊
藤
俊
男

さ
ん（
出
雲
）、
常

松
修
さ
ん
（
出

雲
）

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
１
月

３１
日
、
ラ
ピ
タ
で
営

農
指
導
員
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
大
会
を
開
き
ま
し

た
。
各
地
区
本
部
の
営
農
指
導
員
6
人
が

産
地
振
興
、
技
術
普
及
等
の
取
り
組
み
を

発
表
。「
し
ま
ね
和
牛
復
活
！
〜
日
本
一
の

和
牛
産
地
を
目
指
し
て
〜
」
と
題
し
て
発
表

し
た
出
雲
地
区
本
部
の
渡
部
優
太
営
農
指
導

員
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
和
牛
産
地
の
衰
退
を
危
惧
し
、
規
模
拡

大
に
向
け
リ
ー
ス
牛
舎
事
業
の
推
進
、
後
継

者
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
経
営
移
譲
や
、
経
営
指

導
、
飼
料
高
騰
対
策
と
し
て
の
営
農
法
人
と

連
携
し
た
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
試
験
栽

培
な
ど
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
繁
殖
雌
牛
の

増
頭
や
担
い
手
農
家
の
経
営
拡
大
、
生
産

者
の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
渡
部
営
農
指
導
員
は
、
８
月
に
岡
山
県

で
開
催
さ
れ
る
中
国
大
会
に
島
根
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　
出
雲
市
農
業
再
生
協
議
会
は
1
月
10
日
、

出
雲
市
役
所
く
に
び
き
大
ホ
ー
ル
で
「
出
雲

市
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
の
令
和
4

年
修
了
式
・
令
和
5
年
開
講
式
を
開
き
ま

し
た
。

　
講
座
は
、
新
規
就
農
、
定
年
帰
農
を
目

指
す
人
を
対
象
と
し
て
、
平
成
１８
年
か
ら
開

講
。
１
月
か
ら
１２
月
ま
で
講
義
と
実
習
に
よ

り
栽
培
技
術
や
経
営
管
理
を
習
得
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
は
４１
名
が
修
了
し
、
令
和
５
年

は
「
ぶ
ど
う
」「
柿
」「
い
ち
じ
く
」「
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
＆
白
ね
ぎ
」
計
４
講
座
を
実
施
し
、

２８
名
が
受
講
し
ま
す
。

　
同
協
議
会
の
井
上
夏
穂
里
会
長
（
出
雲

市
副
市
長
）
は
、
参
加
者
に
「
農
業
の
置

か
れ
て
い
る
環
境
が
厳
し
い
と
言
わ
れ
て
い

る
中
、
知
識
・
技
術
・
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
高

め
て
い
た
だ
き
今
後
の
農
業
を
益
々
発
展
さ

せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

渡
部
営
農
指
導
員
が
最
優
秀
賞

営
農
指
導
員
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
大
会

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
修
了
式
・
開
講
式

西
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
総
代
研
修
会
開
催

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
西
部
ブ
ロ
ッ

ク
総
代
会
（
澄
田
晃
治
総
代
長
）
は
1
月
23

日
に
同
地
区
本
部
長
浜
支
店
で
農
産
物
の
販

売
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
ブ
ロ
ッ
ク
の
理
事
、
総
代
、

地
区
本
部
運
営
員
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
研
修
会
で
は
、
同
地
区
本
部
営
農
部

の
職
員
が
講
師
を
務
め
、
管
内
最
大
の
特
産

「
ぶ
ど
う
」
や
、
令
和
2
年
度
に
販
売
高
4

億
円
を
超
え
た
「
し
い
た
け
」、「
米
」
の
販

売
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
澄
田
総

代
長
が
座
長
と
な
り
活
発
な
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
澄
田
総
代
長
は
「
参
加
者
は
組
合
員
の
代

表
と
し
て
、
農
業
の
現
状
や
課
題
を
知
り
、

農
業
や
農
政
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

今
後
も
建
設
的
な
意
見
を
議
論
す
る
場
と
し

て
同
様
の
研
修
会
を
開
い
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

い
ず
も
Ｊ
Ａ
女
子
大
学

　
　
　
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
講
座

　
い
ず
も
J
A
女
子
大
学
は
１
月
１８
日
に

出
雲
地
区
本
部
で
、
１
月
講
座
と
し
て
「
人

生
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
！
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
地
区
本
部
職

員
を
講
師
に
、
家
の
光
１２
月
号
付
録
「
人

生
１
０
０
年
時
代
の
お
金
ガ
イ
ド
」
を
活
用

し
、「
少
子
高
齢
化
」
や
「
人
生
１
０
０
年

時
代
」
を
気
持
ち
よ
く
生
き
る
に
は
、
早

い
時
期
か
ら
の
資
産
形
成
が
必
要
で
あ
る

事
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
生
で
か
か
る
大
き
な
支
出
に
つ

い
て
も
学
び
、
ロ
ー
ン
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
交
え
な
が
ら
上
手
な
使
い
方
を
専

門
的
に
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
女
子
大

生
か
ら
は
、「
少
額
か
ら
で
も
投
資
を
始
め

て
み
た
い
」「
い
つ
も
の
生
活
を
見
直
す
良

い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
上

が
り
ま
し
た
。

　
次
回
は
２
月
２７
日
に
大
人
の
社
会
科
見

学
「
い
ち
ご
狩
り
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぶ
ど
う
部
会
代
議
員
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
次
年
産
へ
向
け
て

ぶ
ど
う
部
会
代
議
員
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
次
年
産
へ
向
け
て

「
出
雲
産 

き
ゅ
う
り
」

　
　
　
　
販
売
額
１
億
円
を
突
破

「
こ
づ
ち
」品
評
会
表
彰
式

　
　
　
　
　
清
水
英
範
さ
ん
が
優
秀
賞

表彰を受けた生産者のみなさん

あいさつをする石橋部会長

石飛部会長があいさつをした

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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あいさつをする澄田総代長

真剣なまなざしの受講生

最優秀賞を受賞した渡部指導員（中央）

あいさつをする井上会長

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
き
ゅ
う
り
部
会
は
、
1
月
３１
日
に

島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
令
和
4
年
度
定
期
総
会
を
開
催

し
、
令
和
4
年
度
の
事
業
報
告
や
、
令
和
5
年
度
の
事

業
計
画
な
ど
4
つ
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

市
場
と
の
連
携
強
化
、
全
量
を
共
同
選
果
す
る
こ
と
で
高

品
質
な
き
ゅ
う
り
の
安
定
供
給
に
努
め
、
大
幅
な
値
崩
れ

も
な
く
高
単
価
維
持
に
つ
な
げ
ま
し
た
。一
年
を
通
し
て
、
春

作
、夏
作
、秋
作
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、年
間
合
計
で
は
出
荷
量

3
4
8
・
6 

t
（
前
年
比
1
0
5
・
5
%
）、 

販
売
金
額
は

1
0
1
，3
5
1
千
円（
同
1
2
0
・ 

5
%
）と
過
去
最
高
の
実

績
と
な
り
、部
会
目
標
で
あ
っ
た
１
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
次
年
度
に
向
け
て
は
、
産
地
振
興
に
向
け
積
極
的
に
新
規

就
農
希
望
者
を
部
会
と
し
て
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
、
農

薬
の
適
正
使
用
や
生
産
履
歴
の
提
出
な
ど
食
の
安
全
へ
の
取

り
組
み
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
石
飛
政
樹
部
会
長

は
、「
部
会
員
の
皆
様

の
努
力
と
市
場
関
係
者

が
期
待
に
応
え
て
く

れ
、
目
標
と
し
て
い
た

販
売
高
１
億
円
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
年
度
も
引
き
続
き
講

習
会
な
ど
を
通
し
て
高

品
質
な
き
ゅ
う
り
を
安

定
的
に
出
荷
し
、
出
雲

産
き
ゅ
う
り
の
認
知
度

を
さ
ら
に
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
1
月
17
日
、
出
雲
地
区

本
部
で
代
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
区
の
代
議
員

が
集
ま
り
、
今
年
度
の
事
業
報
告
、
次
年
度
の
計
画
な
ど
6

議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
、
有
利
販
売
を
目
指
し
、
産
地
・
取

引
市
場
・
関
係
機
関
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
㎏
単

価
が
1
，3
9
2
円（
税
抜
）（
前
年
比
１
０
２
％
）と
昨
年
を
上

回
り
過
去
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
。シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

は
、
栽
培
技
術
の
向
上
や
選
果
選
別
お
よ
び
検
査
を
徹
底

し
た
こ
と
で
、
市
場
よ
り
高
評
価
を
受
け
、
出
荷
量
も
順
調

に
増
加
し
、２
０
０
・
４
ｔ（
前
年
比
１
０
７
・
１
％
）と
な
り
、

㎏
単
価
２
，
４
６
２
円（
税
抜
）（
前
年
比
１
０
４
・
５
％
）の
高

単
価
で
あ
っ
た
た
め
販
売
高
は
過
去
最
高
の
４
億
７
千
５
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。島
根
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
品
種
で
あ
る

「
神
紅
」は
本
格
出
荷
２
年
目
と
な
り
、
１１
名
で
２
，
４
０
０
㎏

（
前
年
比
２
０
０
%
）と
な
り
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
石
橋
貢

部
会
長
は
「
昨
年
の

出
荷
反
省
総
会
の
時

に
市
場
か
ら
の
早
期

出
荷
要
請
が
強
く
あ

り
ま
し
た
。
燃
油
高

騰
の
中
で
作
型
を
考

え
て
い
る
部
会
員
も
い

る
と
は
思
い
ま
す
が
、

早
期
出
荷
に
向
け
、

部
会
と
し
て
も
支
援

し
て
い
く
の
で
ぶ
ど
う

部
会
の
底
力
を
見
せ

ま
し
ょ
う
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　
１
月

２７
日
に
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
平
田
中
央
支
店

で
開
催
さ
れ
た
令
和
4
年
産
西
条
柿
「
こ
づ
ち
」
出
荷
反
省

会
で
、

１０
月
に
行
わ
れ
た
「
こ
づ
ち
」
品
評
会
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
品
評
会
に
は
、
出
雲
、
い
わ
み
中
央
、
西
い

わ
み
地
区
本
部
か
ら

２６
点
が
出
品
さ
れ
、
出
雲
地
区
本
部
の

清
水
英
範
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　「
今
年
は
春
先
の
霜
の
被
害
、
高
温
、
台
風
の
影
響
が
あ
っ

た
も
の
の
、
出
品
さ
れ
た
西
条
柿
は
外
観
・
内
容
も
良
く
、

甲
乙
つ
け
が
た
か
っ
た
。
特
に
入
賞
し
た
出
品
物
は
い
ず
れ
も

大
玉
で
着
色
も
優
れ
傷
・
汚
れ
も
少
な
い
美
し
い
西
条
柿
で

あ
っ
た
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
他
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

▼
最
優
秀
賞
　

平
木
正
美
さ
ん

（
い
わ
み
中
央
）▼

優
良
賞
　
常
松

茂
さ
ん
（
出
雲
）、

清
水
渡
さ
ん
（
出

雲
）、
恩
田
幸
一

さ
ん（
出
雲
）、
土

江
茂
樹
さ
ん
（
出

雲
）▼
奨
励
賞
　

寺
戸
伸
郎
さ
ん

（
西
い
わ
み
）、
川

瀬
利
治
さ
ん
（
出

雲
）、
伊
藤
俊
男

さ
ん（
出
雲
）、
常

松
修
さ
ん
（
出

雲
）

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
１
月

３１
日
、
ラ
ピ
タ
で
営

農
指
導
員
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
大
会
を
開
き
ま
し

た
。
各
地
区
本
部
の
営
農
指
導
員
6
人
が

産
地
振
興
、
技
術
普
及
等
の
取
り
組
み
を

発
表
。「
し
ま
ね
和
牛
復
活
！
〜
日
本
一
の

和
牛
産
地
を
目
指
し
て
〜
」
と
題
し
て
発
表

し
た
出
雲
地
区
本
部
の
渡
部
優
太
営
農
指
導

員
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
和
牛
産
地
の
衰
退
を
危
惧
し
、
規
模
拡

大
に
向
け
リ
ー
ス
牛
舎
事
業
の
推
進
、
後
継

者
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
経
営
移
譲
や
、
経
営
指

導
、
飼
料
高
騰
対
策
と
し
て
の
営
農
法
人
と

連
携
し
た
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
試
験
栽

培
な
ど
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
繁
殖
雌
牛
の

増
頭
や
担
い
手
農
家
の
経
営
拡
大
、
生
産

者
の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
渡
部
営
農
指
導
員
は
、
８
月
に
岡
山
県

で
開
催
さ
れ
る
中
国
大
会
に
島
根
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　
出
雲
市
農
業
再
生
協
議
会
は
1
月
10
日
、

出
雲
市
役
所
く
に
び
き
大
ホ
ー
ル
で
「
出
雲

市
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
の
令
和
4

年
修
了
式
・
令
和
5
年
開
講
式
を
開
き
ま

し
た
。

　
講
座
は
、
新
規
就
農
、
定
年
帰
農
を
目

指
す
人
を
対
象
と
し
て
、
平
成
１８
年
か
ら
開

講
。
１
月
か
ら
１２
月
ま
で
講
義
と
実
習
に
よ

り
栽
培
技
術
や
経
営
管
理
を
習
得
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
は
４１
名
が
修
了
し
、
令
和
５
年

は
「
ぶ
ど
う
」「
柿
」「
い
ち
じ
く
」「
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
＆
白
ね
ぎ
」
計
４
講
座
を
実
施
し
、

２８
名
が
受
講
し
ま
す
。

　
同
協
議
会
の
井
上
夏
穂
里
会
長
（
出
雲

市
副
市
長
）
は
、
参
加
者
に
「
農
業
の
置

か
れ
て
い
る
環
境
が
厳
し
い
と
言
わ
れ
て
い

る
中
、
知
識
・
技
術
・
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
高

め
て
い
た
だ
き
今
後
の
農
業
を
益
々
発
展
さ

せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

渡
部
営
農
指
導
員
が
最
優
秀
賞

営
農
指
導
員
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
大
会

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
修
了
式
・
開
講
式

西
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
総
代
研
修
会
開
催

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
西
部
ブ
ロ
ッ

ク
総
代
会
（
澄
田
晃
治
総
代
長
）
は
1
月
23

日
に
同
地
区
本
部
長
浜
支
店
で
農
産
物
の
販

売
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
ブ
ロ
ッ
ク
の
理
事
、
総
代
、

地
区
本
部
運
営
員
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
研
修
会
で
は
、
同
地
区
本
部
営
農
部

の
職
員
が
講
師
を
務
め
、
管
内
最
大
の
特
産

「
ぶ
ど
う
」
や
、
令
和
2
年
度
に
販
売
高
4

億
円
を
超
え
た
「
し
い
た
け
」、「
米
」
の
販

売
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
澄
田
総

代
長
が
座
長
と
な
り
活
発
な
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
澄
田
総
代
長
は
「
参
加
者
は
組
合
員
の
代

表
と
し
て
、
農
業
の
現
状
や
課
題
を
知
り
、

農
業
や
農
政
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

今
後
も
建
設
的
な
意
見
を
議
論
す
る
場
と
し

て
同
様
の
研
修
会
を
開
い
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

い
ず
も
Ｊ
Ａ
女
子
大
学

　
　
　
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
講
座

　
い
ず
も
J
A
女
子
大
学
は
１
月
１８
日
に

出
雲
地
区
本
部
で
、
１
月
講
座
と
し
て
「
人

生
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
！
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
地
区
本
部
職

員
を
講
師
に
、
家
の
光
１２
月
号
付
録
「
人

生
１
０
０
年
時
代
の
お
金
ガ
イ
ド
」
を
活
用

し
、「
少
子
高
齢
化
」
や
「
人
生
１
０
０
年

時
代
」
を
気
持
ち
よ
く
生
き
る
に
は
、
早

い
時
期
か
ら
の
資
産
形
成
が
必
要
で
あ
る

事
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
生
で
か
か
る
大
き
な
支
出
に
つ

い
て
も
学
び
、
ロ
ー
ン
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
交
え
な
が
ら
上
手
な
使
い
方
を
専

門
的
に
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
女
子
大

生
か
ら
は
、「
少
額
か
ら
で
も
投
資
を
始
め

て
み
た
い
」「
い
つ
も
の
生
活
を
見
直
す
良

い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
上

が
り
ま
し
た
。

　
次
回
は
２
月
２７
日
に
大
人
の
社
会
科
見

学
「
い
ち
ご
狩
り
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぶ
ど
う
部
会
代
議
員
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
次
年
産
へ
向
け
て

ぶ
ど
う
部
会
代
議
員
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
次
年
産
へ
向
け
て

「
出
雲
産 

き
ゅ
う
り
」

　
　
　
　
販
売
額
１
億
円
を
突
破

「
こ
づ
ち
」品
評
会
表
彰
式

　
　
　
　
　
清
水
英
範
さ
ん
が
優
秀
賞

表彰を受けた生産者のみなさん

あいさつをする石橋部会長

石飛部会長があいさつをした

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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舞
踏
グ
ル
ー
プ 

出
雲
阿
國

代
表  

杉
谷 

桂
子 

さ
ん

サ
ー
ク
ル
紹
介

　
舞
踏
グ
ル
ー
プ
出
雲
阿
國
は
、
２
０

０
３
年
に
出
雲
阿
國
歌
舞
伎
発
祥
４
０

０
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
の
踊
り

の
披
露
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
20
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　
現
在
は
会
員
10
名
で
毎
月
第
１
・
３

土
曜
日
に
荒
木
支
店
２
階
で
踊
り
な
ど

の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
使
用
す
る
衣

装
や
音
響
資
材
を
自
分
た
ち
で
揃
え
、

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
合
っ
た
選
曲
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、

出
雲
市
内
外
の
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
、

地
域
行
事
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、

年
間
30
件
以
上
の
活
動
を
行
い
、
皆

さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
中
で

も
、
『
出
雲
阿
國
』
が
初
め
て
「
念

仏
踊
り
」
を
披
露
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
京
都
の
四
条
河
原
の
イ
ベ
ン
ト

に
招
待
さ
れ
、
踊
り
を
披
露
し
た
こ

と
は
良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
一
方
で
、
ふ
る
さ
と
の
伝

統
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に
、
大
社

中
学
校
、
荒
木
幼
稚
園
、
遙
堪
幼
稚

園
に
出
向
き
踊
り
の
指
導
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
会
員
の
中
に
は
出
前
授
業
が
き
っ

か
け
で
一
緒
に
活
動
を
し
て
く
れ
る

子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
次
世
代
を

大
切
に
し
、
今
後
は
会
員
の
増
加
を

目
標
に
、
皆
さ
ん
に
感
動
を
届
け
て

い
く
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

「女正月の集い」を開催

女
性
部
中
部
地
区

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
中
部
地

区
は
、
1
月
26
日
に
ラ
ピ
タ
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
で
令
和
4
年
度

J
A
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
中
部
地
区

「
女
正
月
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
女
正
月
と
は
、
女
（
お
ん
な
）
正

月
と
も
、
女
（
め
）
正
月
と
も
読

み
、
1
月
15
日
を
正
月
行
事
の
終
了

日
と
し
て
、
女
性
達
が
休
息
を
と
る

日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
節
料
理
を

作
り
、
年
始
の
行
事
や
接
待
な
ど
の

疲
れ
を
と
っ
て
下
さ
い
と
す
る
日
で

す
。

　
当
日
は
、
約
80
名
の
女
性
部
員
が

参
加
し
、
詩
吟
や
、
ス
コ
ッ
プ
三
味

線
、
銭
太
鼓
や
踊
り
な
ど
各
支
部
の

サ
ー
ク
ル
が
活
動
を
発
表
し
ま
し

た
。
発
表
の
最
後
に
は
会
場
全
体
で

「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
パ
ラ
パ
ラ
」
を

踊
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
各
支
部

か
ら
た
く
さ
ん
の
景
品
が
用
意
さ

れ
、
賑
や
か
な
う
ち
に
閉
会
し
ま
し

た
。

　
同
地
区
の
錦
織
文
子
地
区
長
は

「
昨
年
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
今
年
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

年
末
の
大
掃
除
か
ら
正
月
を
頑
張
っ

た
皆
さ
ん
を
慰
労
す
る
と
と
も
に
、

各
支
部
の
サ
ー
ク
ル
の
発
表
の
場
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
に
大
い
に
喜
ん
で
も
ら
い
嬉
し

い
限
り
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

農業まつりでの様子

錦織地区長があいさつをした

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
は
「
米

一
握
り
運
動
」
で
集
ま
っ
た
お
米
を

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
７
団

体
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
同
運
動
は
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
女
性
部
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
基
本
理
念
で
あ
る
、「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
想
い
の

も
と
、
年
２
回
実
施
さ
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
各
支
店
等
で
集
め
た
玄

米
を
精
米
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
限
ら
ず
、
生

活
に
困
っ
て
い
る
方
へ
お
米
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　
１
月
11
日
、
同
出
雲
女
性
部
高
野

智
子
部
長
は
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議

会
を
訪
れ
、
11
月
に
実
施
さ
れ
た
第

１
弾
で
集
ま
っ
た
お
米
を
渡
部
英
二

会
長
へ
贈
呈
し
、
「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女

性
部
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
お
米

を
、
必
要
な
方
へ
渡
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
出
雲

女
性
部
は
第
２
弾
の
取
り
組
み
と
し

て
２
月
13
日
〜
17
日
に
各
支
店
、
ふ

れ
あ
い
店
で
米
一
握
り
運
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

出雲市社会福祉協議会渡部会長へ手渡した

・出雲市社会福祉協議会
・キララっ子食堂
・子ども食堂「こもれびkitchen」
・朝山にっこり食堂
・高松ひまわり食堂
・こうえん食堂
・わくわく食堂

日 時 ３月１７日（金） １０：００～

会 場 ラピタ本店2階 ふれあいの家出雲“縁”

参加費 ５００円（衛生管理費含む）

持ち物 エプロン、マスク、持ち帰り容器

定 員 １２名（定員に達し次第締め切ります）

メニュー 炒飯
しいたけの肉巻き
しいたけのじゃこ炒め
梅肉和え

※コロナウイルス感染症の状況によっては、変更・中止となる場合があります。

しいたけ料理教室 開催

い
ず
も
の
お
く
に

会場一体となってどじょうすくいパラパラを踊ったふれあい福祉課　TEL：21-6013連絡先

いずも
食材の日

お米贈呈先

女性部活動レポート女性部活動レポート
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舞
踏
グ
ル
ー
プ 

出
雲
阿
國

代
表  

杉
谷 

桂
子 

さ
ん

サ
ー
ク
ル
紹
介

　
舞
踏
グ
ル
ー
プ
出
雲
阿
國
は
、
２
０

０
３
年
に
出
雲
阿
國
歌
舞
伎
発
祥
４
０

０
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
の
踊
り

の
披
露
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
20
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　
現
在
は
会
員
10
名
で
毎
月
第
１
・
３

土
曜
日
に
荒
木
支
店
２
階
で
踊
り
な
ど

の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
使
用
す
る
衣

装
や
音
響
資
材
を
自
分
た
ち
で
揃
え
、

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
合
っ
た
選
曲
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、

出
雲
市
内
外
の
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
、

地
域
行
事
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、

年
間
30
件
以
上
の
活
動
を
行
い
、
皆

さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
中
で

も
、
『
出
雲
阿
國
』
が
初
め
て
「
念

仏
踊
り
」
を
披
露
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
京
都
の
四
条
河
原
の
イ
ベ
ン
ト

に
招
待
さ
れ
、
踊
り
を
披
露
し
た
こ

と
は
良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
一
方
で
、
ふ
る
さ
と
の
伝

統
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に
、
大
社

中
学
校
、
荒
木
幼
稚
園
、
遙
堪
幼
稚

園
に
出
向
き
踊
り
の
指
導
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
会
員
の
中
に
は
出
前
授
業
が
き
っ

か
け
で
一
緒
に
活
動
を
し
て
く
れ
る

子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
次
世
代
を

大
切
に
し
、
今
後
は
会
員
の
増
加
を

目
標
に
、
皆
さ
ん
に
感
動
を
届
け
て

い
く
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

「女正月の集い」を開催

女
性
部
中
部
地
区

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
中
部
地

区
は
、
1
月
26
日
に
ラ
ピ
タ
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
で
令
和
4
年
度

J
A
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
中
部
地
区

「
女
正
月
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
女
正
月
と
は
、
女
（
お
ん
な
）
正

月
と
も
、
女
（
め
）
正
月
と
も
読

み
、
1
月
15
日
を
正
月
行
事
の
終
了

日
と
し
て
、
女
性
達
が
休
息
を
と
る

日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
節
料
理
を

作
り
、
年
始
の
行
事
や
接
待
な
ど
の

疲
れ
を
と
っ
て
下
さ
い
と
す
る
日
で

す
。

　
当
日
は
、
約
80
名
の
女
性
部
員
が

参
加
し
、
詩
吟
や
、
ス
コ
ッ
プ
三
味

線
、
銭
太
鼓
や
踊
り
な
ど
各
支
部
の

サ
ー
ク
ル
が
活
動
を
発
表
し
ま
し

た
。
発
表
の
最
後
に
は
会
場
全
体
で

「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
パ
ラ
パ
ラ
」
を

踊
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
各
支
部

か
ら
た
く
さ
ん
の
景
品
が
用
意
さ

れ
、
賑
や
か
な
う
ち
に
閉
会
し
ま
し

た
。

　
同
地
区
の
錦
織
文
子
地
区
長
は

「
昨
年
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
今
年
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

年
末
の
大
掃
除
か
ら
正
月
を
頑
張
っ

た
皆
さ
ん
を
慰
労
す
る
と
と
も
に
、

各
支
部
の
サ
ー
ク
ル
の
発
表
の
場
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
に
大
い
に
喜
ん
で
も
ら
い
嬉
し

い
限
り
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

農業まつりでの様子

錦織地区長があいさつをした

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
は
「
米

一
握
り
運
動
」
で
集
ま
っ
た
お
米
を

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
７
団

体
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
同
運
動
は
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
女
性
部
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
基
本
理
念
で
あ
る
、「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
想
い
の

も
と
、
年
２
回
実
施
さ
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
各
支
店
等
で
集
め
た
玄

米
を
精
米
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
限
ら
ず
、
生

活
に
困
っ
て
い
る
方
へ
お
米
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。
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部
の
思
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れ
た
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し
て
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た
だ
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
出
雲

女
性
部
は
第
２
弾
の
取
り
組
み
と
し

て
２
月
13
日
〜
17
日
に
各
支
店
、
ふ

れ
あ
い
店
で
米
一
握
り
運
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
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参加費 ５００円（衛生管理費含む）

持ち物 エプロン、マスク、持ち帰り容器

定 員 １２名（定員に達し次第締め切ります）

メニュー 炒飯
しいたけの肉巻き
しいたけのじゃこ炒め
梅肉和え

※コロナウイルス感染症の状況によっては、変更・中止となる場合があります。

しいたけ料理教室 開催

い
ず
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の
お
く
に

会場一体となってどじょうすくいパラパラを踊ったふれあい福祉課　TEL：21-6013連絡先
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食材の日
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※その他の事業メニューや要件などの詳細については、
　ＪＡ各営農センターまたは市役所にお問い合わせください。

※本事業は、出雲市議会での令和５年度予算成立を受けて実施します。

出雲農業未来の懸け橋事業
（かけはし事業）

　平野部から山間部まで多様な地形を有する出雲市では、米、麦、大豆、野菜、果樹、畜産物など、各地域で
特色ある品目が種類豊富に生産されています。かけはし事業では、これらを総合的に支援し、担い手の育成や
生産拡大、産地の維持を図ることで、全市的な農業振興をめざします。出雲市、ＪＡしまね出雲地区本部、同
斐川地区本部が連携し、事業を推進していきます。

■出雲農業未来の懸け橋事業がめざすもの

■支援内容や事業メニューについて

■令和5年度 かけはし事業のスケジュール
相談・申請はお早めに！！

　集落営農組織や認定農業者など、地域の
農業の核となる担い手を支援します。

●集落営農組織推進事業

❶農産振興事業

トラクター、田植機、コンバインの購入費を補助。
●麦・そば等生産推進事業
米以外の作物の生産に必要となる機械の購入費を補助。

●経営多角化支援事業
水稲育苗及び高収益作物生産のためのハウス建設を補助。

● 出雲市役所農業振興課 ● 最寄りのJAしまね出雲地区本部各営農センター
　又は ＪＡしまね出雲地区本部営農企画課T E L 0853-21-6557

FAX 0853-21-6998 TEL 0853-21-6041　FAX 0853-21-6075

相談・
申請先

申請〆切 令和5年3月20日（月） 審査会 4月下旬 事業認定 5月中旬予定

メニューの一例

　出雲市が誇る特産品の産地維持・
拡大を担うみなさんを支援します。

●特産振興施設等整備事業

❷特産振興事業

果樹、野菜などの生産に必要となる機械の購入費や施設整
備費を補助。

●産地維持対策事業
ハウスの長寿命化、高度化の施工費等を補助。

メニューの一例

　畜産経営基盤の強化に取り組む畜
産農家のみなさんの経営コスト低減
等を支援します。

●畜産基盤整備推進事業

❸畜産振興事業

❺出雲・斐川独自事業

飼養環境改善等を目的とした機械整備費を補助。

●市内産飼料利用定着化促進事業
市内で生産された飼料用米、ＷＣＳの購入費を補助。

メニューの一例

●ハウスの維持・修繕に対する支援（出雲・斐川）
●集落営農組織の後継者育成支援（出雲・斐川）
●獣害発生圃場における次期作支援事業（出雲）
●水田均平化作業委託支援事業（斐川）

●認定農業者の法人化支援（出雲・斐川）
●青色申告への取組支援（出雲）
●菜の花、チューリップ、さつまいも振興支援（斐川）

一 例

　直売出荷拡大の支援や、中山間地
域の小規模農家を支援します。

●直売拡大支援事業

❹特認事業

出荷拡大に必要な機械購入費、設備整備費を補助。

●地域に根差した担い手等支援事業
中山間地域の小規模農家を対象に機械購入費を補助。

メニューの一例

地域ごとに抱える課題の解決を支援します。

※追加募集は、予算の執行状況により行う場合があります。

出雲市農政会議だより
令和5年2月18日

発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1 JAしまね出雲地区本部 営農企画課内）
発行責任者：事務局長　山根　康太 No.103

〇令和5年4月執行・統一地方選挙（島根県議会議員選挙）立候補予定者へ推薦状を交付
　1月18日・24日の両日、出雲市農政会議が推薦決定を行った島根県議会議員候補予定者5名に対
し、推薦状を交付しました。
　白根会長より推薦状を交付後、短い時間ではありましたが、候補予定者それぞれと意見交換を行いま
した。今後のご活躍により、島根県ならびに出雲市の農業発展に力を注がれることを期待しています。

令和５年4月執行統一地方選挙

【活動内容報告】

【園山候補予定者へ】

【岸候補予定者へ】 【森山候補予定者へ】

【多々納候補予定者へ】 【原候補予定者へ】

島根県議会議員選挙で推薦しています。

出雲市農政会議

園　山　　繁 候補予定者（5期）
多々納　剛人 候補予定者（１期）
原　　　拓也 候補予定者（１期）

岸　　　道三 候補予定者（新）
森山　　裕介 候補予定者（新）

候補予定者丸山　達也
島根県知事選挙で推薦しています。

IZUMO InformationIZUMO Information
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※その他の事業メニューや要件などの詳細については、
　ＪＡ各営農センターまたは市役所にお問い合わせください。

※本事業は、出雲市議会での令和５年度予算成立を受けて実施します。

出雲農業未来の懸け橋事業
（かけはし事業）

　平野部から山間部まで多様な地形を有する出雲市では、米、麦、大豆、野菜、果樹、畜産物など、各地域で
特色ある品目が種類豊富に生産されています。かけはし事業では、これらを総合的に支援し、担い手の育成や
生産拡大、産地の維持を図ることで、全市的な農業振興をめざします。出雲市、ＪＡしまね出雲地区本部、同
斐川地区本部が連携し、事業を推進していきます。

■出雲農業未来の懸け橋事業がめざすもの

■支援内容や事業メニューについて

■令和5年度 かけはし事業のスケジュール
相談・申請はお早めに！！

　集落営農組織や認定農業者など、地域の
農業の核となる担い手を支援します。

●集落営農組織推進事業

❶農産振興事業

トラクター、田植機、コンバインの購入費を補助。
●麦・そば等生産推進事業
米以外の作物の生産に必要となる機械の購入費を補助。

●経営多角化支援事業
水稲育苗及び高収益作物生産のためのハウス建設を補助。

● 出雲市役所農業振興課 ● 最寄りのJAしまね出雲地区本部各営農センター
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相談・
申請先

申請〆切 令和5年3月20日（月） 審査会 4月下旬 事業認定 5月中旬予定

メニューの一例

　出雲市が誇る特産品の産地維持・
拡大を担うみなさんを支援します。

●特産振興施設等整備事業

❷特産振興事業

果樹、野菜などの生産に必要となる機械の購入費や施設整
備費を補助。

●産地維持対策事業
ハウスの長寿命化、高度化の施工費等を補助。

メニューの一例

　畜産経営基盤の強化に取り組む畜
産農家のみなさんの経営コスト低減
等を支援します。

●畜産基盤整備推進事業

❸畜産振興事業

❺出雲・斐川独自事業

飼養環境改善等を目的とした機械整備費を補助。

●市内産飼料利用定着化促進事業
市内で生産された飼料用米、ＷＣＳの購入費を補助。

メニューの一例

●ハウスの維持・修繕に対する支援（出雲・斐川）
●集落営農組織の後継者育成支援（出雲・斐川）
●獣害発生圃場における次期作支援事業（出雲）
●水田均平化作業委託支援事業（斐川）

●認定農業者の法人化支援（出雲・斐川）
●青色申告への取組支援（出雲）
●菜の花、チューリップ、さつまいも振興支援（斐川）

一 例

　直売出荷拡大の支援や、中山間地
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※追加募集は、予算の執行状況により行う場合があります。

出雲市農政会議だより
令和5年2月18日

発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1 JAしまね出雲地区本部 営農企画課内）
発行責任者：事務局長　山根　康太 No.103

〇令和5年4月執行・統一地方選挙（島根県議会議員選挙）立候補予定者へ推薦状を交付
　1月18日・24日の両日、出雲市農政会議が推薦決定を行った島根県議会議員候補予定者5名に対
し、推薦状を交付しました。
　白根会長より推薦状を交付後、短い時間ではありましたが、候補予定者それぞれと意見交換を行いま
した。今後のご活躍により、島根県ならびに出雲市の農業発展に力を注がれることを期待しています。

令和５年4月執行統一地方選挙

【活動内容報告】

【園山候補予定者へ】

【岸候補予定者へ】 【森山候補予定者へ】

【多々納候補予定者へ】 【原候補予定者へ】

島根県議会議員選挙で推薦しています。

出雲市農政会議

園　山　　繁 候補予定者（5期）
多々納　剛人 候補予定者（１期）
原　　　拓也 候補予定者（１期）

岸　　　道三 候補予定者（新）
森山　　裕介 候補予定者（新）

候補予定者丸山　達也
島根県知事選挙で推薦しています。
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新出雲農業チャレンジ事業

出 雲 市 補 助 事 業 の お 知 ら せ

出雲市補助事業②

肥料価格高騰緊急対策事業
出雲市補助事業①

出雲市役所 農業振興課　TEL.0853-21-6582  Fax.0853-21-6998

※本事業は、出雲市議会での令和５年度予算成立を
　受けて実施します。
※追加募集は、予算の執行状況に応じて行います。令和5年3月20日（月）まで募集期間

上記事業の
問合せ先

№ 事　業　名

1
2

3

4
5
6

7
8
9

法面の芝吹付、除草用機械購入費
中山間地域農業の課題解決に必要な経費（ソフト・ハード）

圃場、機械・施設の賃借料、自営就農を目指す者を雇用する
農業法人等の人件費

新たに親元就農する農業者に一時金交付
美味しまね認証等のGAP認証取得に必要な経費
遊休農地の利活用に係る経費

国事業実証技術の導入に必要な経費（ソフト・ハード）
試験研究費、機械・設備整備費
環境保全型農業取組経費

※各事業の詳細については、下記までお問い合わせください。

支援内容
①中山間地域農業支援事業

中山間地域除草作業省力化支援事業
中山間地域農業課題解決メソッド提案事業

②担い手支援事業

新規就農支援事業

親元就農促進事業
ＧＡＰ認証取得支援事業
遊休農地利活用事業

③モデル的・先駆的取組支援事業
スマート農業支援事業
チャレンジ品目生産支援事業
トキと歩む環境農業推進事業

ふれあい号予約連絡先変更のお知らせ

支店・ふれあい店の再編について

　日頃よりふれあい号をご利用いただき誠にありがとうございます。
　令和５年３月１日よりふれあい店の無人化にともない、ふれあい号の予約
連絡先が以下の通り変更となります。
　コースに変更はありませんがご予約をされる際はご注意ください。

　令和５年２～３月に実施予定の支店再編について、改めてお知らせいたし
ます。皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力のほどよろしくお願
いいたします。

お問い合わせ先：ふれあい福祉課（☎21- 6013）

変更前（２月２８日まで）

→

変更後（３月１日から）

乙立店

→鰐淵店

朝 山 支 店 ☎48-0206

西 田 支 店 ☎63-3653

国支援事業「肥料価格高騰対策事業」、県支援事業「しまね肥料価格高騰緊急対策事業」に協調し、
価格高騰分の農業者負担に対し予算の範囲内で補助金を交付します。　

１．事業概要

出雲市農業再生協議会を通じて、国支援事業の対象農家に交付します。
２．補助金交付の流れ

秋肥は令和５年３月、春肥は国の申請手続きに合わせて交付（令和５年６月以降）します。
３．交付時期

〈前年度〉

肥料費

〈本年度〉
令和4年6月～令和5年5月

国支援金
（高騰分の7/10）

高騰分

使用量低減率10％ → 農家負担
農業者負担

（高騰分の3/10）

肥料費

県支援金
（1/2）

市支援金
（1/2）

（国と合わせて高騰分100％を支援）
※ただし、使用量低減率の10％分が
　実質的な農家負担分となる。

県と市で高騰分における
農業者負担の1/2ずつを支援

１．対象支店の最終営業日等について

３．ふれあい店無人化について

令和5年3月1日（水） 鳶巣店、桧山店、伊野店、鰐淵店、鵜鷺店、乙立店

実施日 対象店舗

２．ATMの一時休止について

令和5年2月24日（金）12：00
～ 令和5年2月26日（日）  終日

稗原支店、上津支店、遙堪支店

令和5年3月10日（金）12：00
～ 令和5年3月12日（日）  終日

高浜支店、ファミリーマートドーム北店
国富支店、灘分支店、神西支店

休止期間 対象ＡＴＭコーナー

令和5年2月24日（金）
令和5年3月10日（金）

8：45～15：00
（通常17：00まで）

最終営業日 窓口受付時間 対象支店

上津支店、遙堪支店、稗原支店
高浜支店、灘分支店、国富支店、神西支店

化学肥料低減の取組を行った上で前年度から増加した肥料費について、
その70％を支援金として交付します。国

事
業

×0.7（ 　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　）当年の肥料費 ÷ 価格上昇率 ÷ 使用量低減率

（  　　　　）統計データを
基に決定 （  　　）0.9

当年の肥料費支援金 ＝ －
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最
大5,000円
プレゼント！

JAネットバンクご契約

期間中、JAしまねを給与受取口座として新たに
ご指定いただき、所定のお取引をご契約いただくと、

詳しくはお近くのJAしまね窓口までお問合せください

給与振込（5万円以上）の新規ご指定

※ JAバンクアプリ、JAネットバンクについては、既にご契約いただいている場合も対象とします。

2022年９月～2023年4月の間にJAバンクで
新たに口座開設された方にはさらにチャンス！
新規口座開設とあわせて給与振込口座指定または、JAカード
の入会で、クオカードペイが最大4,000円分抽選で当たる！
※ 本キャンペーンはJAしまねではじめるぞうキャンペーンとは別のキャンペーンで

あり、別途利用者さまからのご応募が必要となります。
※詳細な条件はJAしまね窓口に表示しています。

【プレゼント方法】
2023年7月中旬頃に①～③に該当する方は給与振込口座、④に該当する方はカード代金支払い口座にお振込みします。
【お取引の条件】
給 与 振 込 ／期間中新たにJAしまねで給与受取口座を指定し、2023年2～5月において５万円以上の給与のお受取りが確認できた方。
JAバンクアプリ／期間中JAバンクアプリの契約が確認できた方。（既にご契約いただいている方も対象とします）
JAネットバンク／期間中JAネットバンクの契約が確認できた方。（既にご契約いただいている方も対象とします）
J A カ ー ド ／   期間中JAカード（一般・ゴールド）、一体型、単体型、家族カードのいずれかを新規にお申込みいただき、2023年5月中に発券が完了した方。※カード代金

支払い口座を当JA以外に指定された場合は特典対象外とします。※特典を付与する際にJAカードを退会（解約）された場合は特典対象外とします。※再発行
は対象外とします。※JAコーポレートカード・ビジネスカードは対象外とします。※Web申し込みの場合、申込日を問いません。

【 注 意 事 項 】
●特典はお一人様１回とし、国内在住の個人のお客様に限ります。●特典内容は予告なしに変更する場合があります。

JAバンクアプリご契約

JAバンクアプリご契約

JAバンクアプリご契約

JAネットバンクご契約 JAカード新規ご入会
かつ かつ

かつ

期間中、 いただくと、

❶2,000円プレゼント！ ❷3,000円プレゼント！ ❸5,000円プレゼント！

最大5,000円プレゼント！

❹1,000円プレゼント！
ただし、上記③に該当する方は除きます。

ご応募はこちら
▶

期 間 2023
水 日▶2 １ 4 30

JAカード新規ご入会

2021

IZUMO InformationIZUMO Information



最
大5,000円
プレゼント！

JAネットバンクご契約

期間中、JAしまねを給与受取口座として新たに
ご指定いただき、所定のお取引をご契約いただくと、

詳しくはお近くのJAしまね窓口までお問合せください

給与振込（5万円以上）の新規ご指定

※ JAバンクアプリ、JAネットバンクについては、既にご契約いただいている場合も対象とします。

2022年９月～2023年4月の間にJAバンクで
新たに口座開設された方にはさらにチャンス！
新規口座開設とあわせて給与振込口座指定または、JAカード
の入会で、クオカードペイが最大4,000円分抽選で当たる！
※ 本キャンペーンはJAしまねではじめるぞうキャンペーンとは別のキャンペーンで

あり、別途利用者さまからのご応募が必要となります。
※詳細な条件はJAしまね窓口に表示しています。

【プレゼント方法】
2023年7月中旬頃に①～③に該当する方は給与振込口座、④に該当する方はカード代金支払い口座にお振込みします。
【お取引の条件】
給 与 振 込 ／期間中新たにJAしまねで給与受取口座を指定し、2023年2～5月において５万円以上の給与のお受取りが確認できた方。
JAバンクアプリ／期間中JAバンクアプリの契約が確認できた方。（既にご契約いただいている方も対象とします）
JAネットバンク／期間中JAネットバンクの契約が確認できた方。（既にご契約いただいている方も対象とします）
J A カ ー ド ／   期間中JAカード（一般・ゴールド）、一体型、単体型、家族カードのいずれかを新規にお申込みいただき、2023年5月中に発券が完了した方。※カード代金

支払い口座を当JA以外に指定された場合は特典対象外とします。※特典を付与する際にJAカードを退会（解約）された場合は特典対象外とします。※再発行
は対象外とします。※JAコーポレートカード・ビジネスカードは対象外とします。※Web申し込みの場合、申込日を問いません。

【 注 意 事 項 】
●特典はお一人様１回とし、国内在住の個人のお客様に限ります。●特典内容は予告なしに変更する場合があります。

JAバンクアプリご契約

JAバンクアプリご契約

JAバンクアプリご契約

JAネットバンクご契約 JAカード新規ご入会
かつ かつ

かつ

期間中、 いただくと、

❶2,000円プレゼント！ ❷3,000円プレゼント！ ❸5,000円プレゼント！

最大5,000円プレゼント！

❹1,000円プレゼント！
ただし、上記③に該当する方は除きます。

ご応募はこちら

▶

期 間 2023
水 日▶2 １ 4 30

JAカード新規ご入会

2021

IZUMO InformationIZUMO Information



〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

　知井宮町で「ベーカリーたろきち」を営む山根正之
さん。もともと、料理を作ることや食べることが好き
で、広島の製菓専門学校を卒業後、調理師免許も取
得し、2021年に現在のお店を開店しました。パン専
用の国産小麦や、地元の牛乳を使うなど、材料にこ
だわったパンを販売しています。
　休日は、休息と勉強を兼ねて、家族でいろいろな
カフェや喫茶店を巡っています。新たな食材の組み
合わせを発見できるのでとても参考になります。ま
た、実家が農業をしていることもあり、農繁期には田
植えや稲刈りなどの手伝いをしています。
　最近は、出生時に危険な状態だった長女が無事に3歳の七五三を迎え、
二人でカフェ巡りができるようになったり、第2子が生まれ家族が増えて賑
やかになったり、子どもの成長を日々実感できることが嬉しいです。
　「SDGｓの指標の一つ、食品ロスを無くすことに興味があります。農家さん
とつながることで、廃棄される農産物の有効活用ができないかを考えていま
す」と話す山根さん。「地元食材を使うことで、食べていただいた皆さんが笑
顔になる創作パン作りで、地域を盛り上げたい」とメッセージを頂きました。
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周
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健康ライフかわら版健康ライフかわら版

お問い合わせ先 出雲保健所 健康増進課　TEL 21-8785

出雲市知井宮町

山根　正之さん （31歳）
やまね まさゆき

自慢のパンで地域を笑顔に

体を動かす「＋１」でめざそう健康長寿！
　寒い時期は運動不足になりがちです。コロナ禍で以前より運動する
機会が減っている方も生活の中に運動をプラスワンしませんか。

血行の促進、生活習慣病予防
体脂肪の減少、ストレス解消
筋力アップ、免疫力アップ

●近い所は車をやめて歩いて行く
●テレビを見ながらストレッチ
●歯磨きしながらストレッチ 合間の時間を使って無理なく

できることから始めよう

職場で～

家庭で～

●休憩時間に１０分歩く
●エレベーターより階段を使う
●時間を決めて体操やストレッチ

運動のメリット

体を動かす＋１

出典：平成28年国民健康・栄養調査

島根県全国 島根県全国

　グリーンセンター各店舗におきまして、育苗ハウス資材の取扱いを始
めておりますのでご案内致します。
　ぜひグリーンセンターへお出かけください。

育苗ハウス資材の販売開始について

●営農部生産資材課 ☎21-6047
●グリーンセンター南 ☎25-0650
●グリーンセンター大社 ☎53-3939

●グリーンセンター出雲 ☎21-6048
●グリーンセンターひらた ☎63-3662
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